
482 植 物 I�j 疫 第 55 巻 第 1 0 り (200 1 年)

園田鹿ヨ 静 電 付 加 式 常 温 煙 霧 法 の 特 徴
す み だ あ き 己 は ま く・ ち た かふ み

JA 全出 住 田 明子 ・ 浜 口 隆文
や 』吾首 し た て つ や

株式会社共立 j\ 木 下 徹 哉
お の た て I五 い ち か わ た け し

静岡県民業試験場 小野 盾 男 ・ 市川 健
社団法人

は じ め に

施設栽士宮ーにおいて病害虫防|徐は と り わけ大きな課題で
あるが， 高温多視な環境下での良薬散布作業は不快で、大
変 な重労働で ある。 良 家 の 高齢化が著 しい今 円 に あ っ
て， 改善の必要は 日増 しに高まっている と い える。 この
ために こ れまで機々 な技術が考案されてきたが， どれも
一長一短があ り ， 本格的 な笑用に至らなかったものも多
い。 その なかで防|徐の無人化はいわ ば究極の解決法であ
り ， 常温鹿霧法がく ん煙法 と 並んで現在でも比較的 よ く
使われて いる。 常温煙霧法は， 力1]熱等を伴わ ない と こ ろ
から， 原駅的には多くの水和剤や乳剤で利用できる と 目
されてきたが， 1!!\人防|徐の宿命 と はい え ， 効果が!ぶった
ほ ど上がらない場合がある等の理由で， なかなか良薬登

民:のぷ

ふ じ た と し か ず ヵ、た {立 し よ し ''1> さ

1 1 本植物防波 協会 藤 田 俊一 ・ 高橋 義行
録がすすんでい ないのが実情である。 しか し ， これ と い
う決め手が乏 しい なかに あ って常温煙貌法は最も有望 な
技術である こ とに違いはない。 こ う した背景から， 筆者
らはj'J!V?11気の付 711 1に よ って常温;邸主民法の改耗を はかる検
討をすす めてき た 。 本稿で は， 実m段階にきた本技術の
特徴について紺 介する。

I 静電付加式常 温煙霧法 と は

1 開発の経緯

j'1ft電散布は海外でF古くから研究され， ミt:に野外でのJ�
�散布で実用化が検討されてきたが， その利用は現在で
も限定的かつ流動的で， 米国では最近は果。樹のス ピ ー ド
ス プ レ ー ヤ 等に一部利用されている程度 と |剥く。 我が国
では 品業機械化研究所 (現生研機梢) が' 1 '心 と な り ， 主
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に施設での利用について検討が行われた 。 施設内に'電線
を張り， 数万 ボル ト と いう高い'�IJ:圧をかけて倣1'j'i粒子を
引き寄せる方法等が検討 さ れてきたが， どれも実用化に
は至らなかった 。 これに対 し小 野'ら ( 1 987) は， 既存の
常温煙霧機をベースに し ， 比較的弱い屯圧で，J行'屯 さ せ た
微細な粒子だけを有効活用する こ と を発想 し ， 400 V と
いう低い荷屯でそれが有効に機能す る こ とを発見 し た 。
すなわ ち ， これより高い荷屯では噴霧位置の近傍に集' 1 '
付着 して拡散が期待できず， これより低い荷屯では付 治
改善が期待できない， と いうものであった。 以後， 静岡
県 と (株) 共立が共同で基礎開発研究に取り組み， その後
全農 と (株) 共立によって実用 化の検討が進められてき
た 。

2 構造 と 特徴

外観やl噴易構造等は既存の常 温煙霧機 と |司じである
が， 噴霧 ノ ズルに円環状の'電極が取り付 けられて おり，
コ ンプレ ッ サ ーに付 属 す る屯rßnから 400 V の電正を I'.I J
加 し ， こ こで噴霧直後の粒子にj'1[，';'11付加がな さ れる。 1Il'i
綴粒子の直径は平均 10 μm 前後であるが 噴霧直後の
粒子は数 μm � 数 卜 μm に分布 し ， このう ち 比較的大き
な粒径の粒子はl噴霧による運 動 エ ネ ル ギ ーが大きい た
め， 荷電によって植物体な どへ強制的に付 計 さ せ るには
至らず， 運良く植物体に 自 然落下 し たものが有効な付者
と なる。 これに対 し ， 小 さ なl噴務粒子は運動エネル ギー
が小 さ くて滞留時間も長く， 弱い荷電でも柏物体な どに
引き寄せられるため， 作物の|路間や築基4に付 着 し や す く
なるもの と 考 えられている ( 図 ー 1 ， 匡卜2) 。

H 防 除 効 果

市川ら ( 998) は， メ ロンを対象に膨大な試験を行っ
たが， 表-1 にう ど ん こ病に対する 結果の一部を示す。
この結果から， 全体 と して常1}�A煙霧よりもl竹下�IJ:付力11式'/;_�;
瓶煙霧の ほうが効果が高い こ と が明らか と なっ た 。 ま

ffp-w 喜多

図 - 2 ，'(j昨日付加式?川111規If話機の外観

設革命翠議

表 ー 1 メ ロ ン う ど ん こ 病 に 対 す る 防|徐効以 (静岡�試， 1 997) 

山梨E 剤 型 散布法 主L咽!主I 防|徐Mh

62. 5 倍 60 . �ノ ニ Jレ フ ェ ノ ーノレ 乳 Íí'l '，1;1;漏煙波

ス ル ホ ン殴銅 ，， / / 1 0  a 

II 怜}日付 力 62 . 5 f出 8 1 . 2  
5 / / 1 0  a 

刀 =rI政;(fl 500 {l'f 卜う士M 99 . 0  

水平1 1斉IJ 'l;�;ì"�l煙�JS 62 . 5 倍 34 . 2  

5// 10  a 

II 抗日IlNJJII 62 5 f芹 40 . 7  

I1 =f 散布
5 / / 1 0  a 

:'00 I背 | う}i，( 94 . 1  

卜 リ ア ジ メ ホ ン 手L Íí'l 治以煙窃 1 00 f背 。
日1/ 10 a 

1I ，'f.f" rll付)111 1 00 {11 32. 6  

5 / / 1 0  a 

H 手 散布 2 ， 000 f音十分"，( 99 . 0  

水利朔 'iiげ111史監獄

I1 打'，'jll付力11

H +1波布

1 00 I門 O

5// 1 0  a 

1 00 Il't 0 

5 1/ I O a 

2 000 倍十分公 84 . 8  

ト リ プ ノレ ミ ゾ- 1レ 乳 汗 'l;�;以煙滋 750 1{\; 88 . 9  

キ ノ キ ザ リ ン 系

I1 lYf" ， 11付1111

I1 三f.，'iJC;{fl
I1 手散布

水利高lJ 'l;�; ì，'u't煙務

I1 j'W，IlI，j'1111 

M 手散布T
M 手1放;{Iï

水平11丙'1 常減煙霧

I1 m，氾付加|

" 乎i放布

5 / / 1 0 日

750 {t'f 9 1  . 7  

5 1/ I O a 

2 . 000 傍イ 分iJ: 99 . 5  

6 ， 000 倍十分:1，): 1 00 

1 ， 500 倍 83 . 6
5// 10  a 

1 ， 500 併 94 . 4

5 / / 1 0  a 

4 . 000 1i倍音イ づ}!止 95 . 2  

lは 2 . 00∞0 倍白イ |

375 ft音 85 . 1

5 / / 1 0  a 
375 f腎 81 . 6

5 // 1 0 " 

3 ， 000 イ音十分':J: 1 00 

た ， その他の作物での検討結果を表-2 にま と めて示す。
これらの結果からも全体 と して青争電付一加の有効性が示 さ
れている。

回 付 着 特 性

1 葉面への付着向上

このような効裂の向上は， 常温煙緩法に比べて禁裏へ
の付着が高まるためではないか と 推察 さ れ た こ と から，
付 着id調査を数多く試み た 。 葉の表裏別の付着調査法は
様々 なものが あるが， 調査をす すめるう ちに， 帯電粒子
ではスライ ド グラスや紙 と いっ た 調査素材に対 しては，
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表 - 2 各級作物 に お け る 効果の比較 (I=j 植防研 ・ 静岡良試)

作物 病害虫

メ ロ ン ワ タ ア プラ ム シ

キ ュ ウ リ ワ タ ア プ ラ ム シ

農薬

MEP 乳剤

MEP 乳剤

ナ ス オ ン シ ツ コ ナ ジ ラ ミ DMTP 水平I情。

ワ タ ア プ ラ ム シ

イ チ ゴ ハ ダニ

MEP 乳剤

テ プ フ ェ ン ピ ラ ド

水和斉IJ

エ ト キ サ ゾー ル

フ ロ ア プル

全段委託試験成績 ( J 994�2000) .  

葉への 実際の付着 よ り も 多 く 吸着 さ れ正確 な測定がで き

な い場合が あ る こ と が判明 し (TAKA I I AS I I I et al . ， 1996) . 

最終的 に は 葉 を 2 枚重 ね に し て ホ チ キ ス 等 で止 め， 葉

表 ・ 葉裏 の サ ン プル を 回収す る 方法が最適 で あ る と 結論

し た 。 こ の 方 法 に よ る 付着比較試験 の 結果 を 表-3 に 示

す。

葉面付着量 は 試験 ご と に ば ら つ き が大 き し ま た わ ず

か な部位の違 い で も 結果が異 な る こ と か ら 評価が難 し い

が， 静電付・加 し た 場合 に は， 一般 に 葉表面 ・ 裏面問わ ず

付着量が高 ま る と 考 え ら れ る 。 ま た ， 毛茸 な ど の突起物

に よ っ て も 付 着 量 に 影 響 す る こ と が 示 唆 さ れ て い る

(T.�KA I IAS I I I  et a l . ，  1996) 0 

な お ， 水和剤が乳剤 よ り も 効果が劣 る 場合があ る こ と

が表 l で示 さ れ て い る が， 表-3 の イ チ コ'葉裏への付着

量 で も 乳剤 よ り 水税i剤 の ほ う がや や 劣 る こ と が示 さ れ て

い る o

2 虫体への付着向上

微細 な 突起物 に 付着が も た ら さ ら れ る と す れ ば， 葉裏

に か く れ た 害 虫 に も 直 接 付 着 す る 可 能 性 が あ る 。

TAKAI IASI I I  et al .  ( 1996) は ， キ ュ ウ リ に 寄生 し た ア ブ ラ

ム シ虫体への直接付着量 を イ ム ノ ア ツ セ イ に よ っ て 調査

し た 結果， 静電付加の場合 で は ア ブ ラ ム シ虫体への付着

が高 ま る こ と を 明 ら か に し た (表 4) 。 こ の こ と は ， 静

散布法 処理量 効果 備考
常視煙霧 33 官� 10// 10  a 99 . 8  防除側

静f包付力1 1 33 1)1 1 0 / / 1 0  a 100 

子 散布 1 ， 000 1音 300 / / 1 0 a 100 

常渇煙務 30 1，音 7 . 5 1/ 10 a 9 1 . 0  防除佃i

静?百十JtJl1 30 1ìi7. 5 / / 1 0  a 95 . 1  

手散布 1 ， 000 官守 250// 10 a 100 

常温煙霧 20 1音 5// 10 a 6 . 1  7 日 後補正

静電付加 20 佑 5// 10 a 4 . 1  密度指数

手散布 1 ， 000 1fi 250 // 10  a 0 . 0  

常温煙霧 20 1;帝 5// 10 a 10 . 4  2 日 後補正

静電付加l 20 f背 5// 10 a 3 . 2  密度指数

手1政布 1 ， 000 f宵 250 1/ 10 a 1 . 3 

常温煙量普 3:1 f自 5// 10 a 1 2 . 7  4 日 後補正

静電付加l 33 f音 5// 10 a 7 . 3  \'1';度指数

手散布 2 ， 000 1ft 300 1/ 10  a 20 . 9  

常詰1煙霧 75 f音 7 . 5 1 / 1 0 a 22 . 6  密度指数

静電付加 75 f音 7 . 5 1/ 10 a 7 . 7  2 1 日 後補正

手散布 2 ， 000 f持 200 // 10 a 5 . 5  

常温煙滅 75 f古 7 . 5 // 10 a 0 . 8  密度指数
静電付力11 75 f白 7 . 5 1 / 1 0 a 0 . 5  2 1  1'1 後補正

手散布 2 ， 000 f古' 200// 10 a 2 . 7  少発条件

表 - 3 常温煙霧散 布 に お け る 静電付加 の 有 無 に よ る 薬面付着量

の比較 ( 日 植防研)

作物
付着盤 ( μg/cm') 上七ホ

良薬 散布法
葉表 葉裏 葉裏 葉全体

イ チ ゴ ク ロ ル ピ リ 常温煙霧 0 . 65 0 . 13 100 100 
ホ ス 手L:l'iU 静電付加 0 . 73 0 . 13 100 1 10 

ク ロ ル ピ リ 常渇煙霧 0 . 77 0 . 06 100 100 
ホ ス 水和剤 静泡付加 1 . 1 5 0 . 10 167 1 5 1  

キ ュ ウ リ TPN 常温煤霧 2 . 83 0 . 36 100 1 00 
フ ロ ア プル 静電付加 3 目 7 1 0 . 47 1 3 1  1 3 1  

ナ ス TPN 常渇煙霧 10 . 73 0 . 45 100 1 00 

フ ロ ア プル 静f'l:tf寸力日 10 . 13 0 . 82 182 98 

全段委託試験成績 ( 1998， 200 1 ) . ハ ウ ス 内 の所定の 1 0 地点以上
( た だ し ナ ス は 2 地点) か ら 各数枚 を 採取 し 平均値 を 求 め た . 分析 は
イ ム ノ ア ッ セ イ 法 に よ る 比 は常温煙霧の各付着量 を 100 と し た 場
合の剣合で表示 し た .

電付加の利点、 の ひ と つ と 考 え ら れ る 。

W 安 全 性

1 薬害

検討の初期 に お い て は ， 噴霧液が直接 当 た る 部分 に 薬

害 を 生ず る こ と が あ っ た が， そ の後噴霧 と 送風の位置関

係 を 改善す る こ と に よ り ， こ の 問題 は 解決 し た 。 し か し
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な が ら ， 前述の拡散性 を 保持す る 観点か ら も ， 作物体 に

で き る だ け直接当 た ら な い よ う な 角 度 で噴霧 を行 う こ と

が必要 と 考 え ら れた 。

2 作物残留

前述 し た と お り ， 静電付加式常温煙霧法 で は 作物への

付着が増加す る と こ ろ か ら ， と り わ け 残留 に対す る 影響

が懸念 さ れ る と こ ろ で あ る 。 ま た ， 本法の果菜類での利

用 に 当 た り ， 果実への直接的 な 付着増加 に よ る 残留影響

に も 配慮、 し な け れ ば な ら な い。 こ の た め ， い く つ か の作

物 に お い て 収穫物 に 対す る 残留量 の比較調査 を 行 っ た 。

そ の 結果 を 表 5 に 示す。

こ れ ら の結果か ら ， 静電付加 を 行 う と 常温煙霧法 よ り

幾分残留が高 く な る 場合 も 見 ら れた が， 手散布 に 比べ る

と 十分低か っ た 。 ま た ， 前述 し た 葉面付着量の培加程度

か ら 見て も ， 果実への付着が常温煙霧法 を :誇 し く 上回 る

も の と は考 え ら れ な か っ た 。 た だ し ， 常温煙霧法で も 同

様で は あ る が， 噴霧位置 の至近距離で直接l噴霧液が当 た

る と 部分 的 に 付着蛍が増大 す る 可能性が あ る の で， I噴霧

の位置や角度 に は配慮す る 必要 が あ ろ う 。

表 - 4 キ ュ ウ リ 1寝袋の ワ タ ア ブ ラ ム シ への付着力!:(単位 ng/

個体) (T^K^ I I^SI I I  et al . ，  1 996) 

農薬 静電付加l 常温煙霧 比

TPN フ ロ ア プル 成虫 3 . 20 

þJEj.{ 1 .  05 

イ ム ノ ア ッ セ イ 法 に よ り 分析 し た .

0 . 86 3 . 75 i1'i 
0 . 28 :3. 72 依

3 リ エ ン ト リ ー

常温煙霧法で は ， 充満 し た 霧状 の噴霧液がす べ て 落下

す る ま で， 通常一晩 は 施 設 内 に 立 ち 入 る こ と は で き な

い。 こ れ に 対 し 本 法 で は ， 常温煙霧法 よ り も 短 い 時間で

気中濃度が低下 し ， 施設内 に 入 る こ と がで き る こ と が示

唆 さ れ て い る ( (社) 日 本 く ん蒸技術協会， 1995) 。 こ の

こ と は， 施設密閉 に 要す る 時聞 が短 く て す む た め ， 高温

期 に お け る 利用性の 高 さ と 繁忙期 に お け る 農作業の効率

化 に も 資す る 可能性が あ る 。

V 適切 な使用 法

1 拡散性の保持

以上 の よ う な優れ た 付着特性 は ， と り わ け イ チ ゴ の よ

う に 手散布で も 葉裏へ の 付着が難 し い作物 に 有望 と 考 え

ら れ る 。 そ の一方 で， 拡散 を 阻害 し な い 弱 い帯電が選択

さ れた と は い え ， 静電付加 を 行 っ た 場合， 噴霧地点か ら

離れ る ほ ど効果が弱 ま り ， キ ュ ウ リ の よ う に鉱散の た め

に 上部空間が十分利用 で き な い場合 に そ の傾向が強 ま る

こ と が， こ れ ま での検討か ら 明 ら か に さ れ て き た 。 こ う

し た 弱点 は ， 比較的小 さ な施設で は フ ァ ン を 利 用 す れ ば

解決で き る も の の ， イ チ ゴ の よ う に細長 い ハ ウ ス での 実

用 化 を す す め る う え で は ， 別 の 対策 が 必 要 と 考 え ら れ

た。 こ の た め ， ハ ウ ス の通路 に 沿 っ て 自 走 し ， あ ら か じ

め 決 め た 地点 で一定時間ずつ噴霧す る 装置 も 考案 さ れて

い る 。 こ の 結果， ど の地点で も お お む ね均一な付着が得

ら れ る よ う に な っ て い る ( 図 -3) 。

表 - 5 常温煙霧散布 に お け る 静泣付加の有無 に よ る 残留量の比較 (IJ 植防研， 静岡農試)

作物 農薬 散布il， 処理量
分析値 備考
(ppm) 

イ チ ゴ テ プ フ ェ ン ピ ラ ド 'n�;1品売型務 33 倍 5 1/10 a 0 . 26 散布翌 日 収穫

水和剤 IfIt'ìH:NJ1L1 3:1 倍 51/ 10 a 0 . 42 

�n投:ífi 2 ， 000 f苛 300 1/ 10 a 0 . 89 

エ ト キ サ ゾー ル 常温煙霧 75 f音 7 . 5 1 / lO a O . O:l 散布懇 日 収穫
フ ロ ア プル 静電十J}jl l 75 f音 7 . 5 1/ 10 a 0 . 05 

エfl投イH 2 ， 000 f音 200 1/10 a 0 . 1 4 

常温煤滋 75 倍 7 . 5 1/ l O a 0 . 18 散布翌 日 収穫

静電付1111 75 倍 7 . 5 1/ lO a 0 . 1 6 

子散布 2 ， 000 f，音 200// 10 a 0 . 24 

ナ ス DMTP 水和剤l 'ì�;ÌJ品煙綴 20 fj音 5//10 a 0 . 0 1 散布 7 日 後収穫

静電付1111 20 倍 51/10 a 0 . 01 

ニ子1投;(fí 1 ， 000 倍 2501/ 10 a 0 . 02 

キ ュ ウ リ TPN フ ロ ア プル 1吉泡煙車場 40 倍 7 . 51/ 10 a O . :ll 散布迎 日 果実表面付着;足

静電f'l'1111 40 f吉 7 . 5 1/ 10 a 0 . 66 

手散布 1 ， 000 倍 2001/ lO a 1 . 1 2 

全農委託試験成綴 0994�2001 ) .

一一一 4 1 一一一
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図 - 3 イ チ ゴ に お け る 移動式的弱

2 処理量

これまでの結果から， 本法による付着の向上は残留に
問題を生ずる ほどではない ことから， 従来の常�1iH型霧法
と 同様の処理主を前提にする ことが適当と考えられる。
市川らは当初， 本法によって処理量を低減できるので は
ないかと 考 え 検討を行ったが， -t51)でその可能七l が示さ
れて いるも の の ， 一般には積極的 な低減は難しい。

一方， 常温煙霧法においても， 散布水五j;を多めにす る
と効果が高まる と とが経験的に示唆されている。 したが
って， 静電付加の有無を問わず， 今後水量の検討も必要
で あ ろ う。

3 湿度
帯電粒子は湿度の影響も受ける。 乾燥しす ぎていたり

過湿条 件では十分な効果が得られない こともある。 これ
まで の経験から， 閉めきった状態で湿度 70 � 90 %程度
で良好な結果を得ているが， これは比較的一般的 な条 件
でもあるため， 実用 的にはあまり考慮し なくてよいと考
え られる。

(37 ページから続き)
(構造式)

o
ん
冶

c
v

 
ビエ 2 . 5 葉期までに時期を失し ないように散布 する こ

と。 なお， 多年生雑草は生育段階によって効果に フ レ
がでるので， 必ずi盛期に散布 する こと。 ホ タ ル イ ， ウ
リ カワ， へラオ モダカは 2 葉期まで， ヒ ノレムシロは発

4 用 途に応 じ た使い分 け

前述したように， 施設や作物 の形状によっては， 定置
式よりも移動式の ほうが十分な拡散が得られる。 なお，
木機はス イ ッ チひと つで静電付加を行わず、に通常 の常温
煙霧機として使用 する ことができるので， 静電付加の 欠
点が気になる場合 な ど， 用途に応じて使い分けを行 え ば
よいと考 えられる。

お わ り に

以上のように， 本法は既存の常温煙綴法に弱い帯電を
加 えたものであるが， 常温煙霧法の弱点とされた葉裏へ
付着を改善する効果があり， また害虫に直接付着させる
効果も優れると こ ろから， これまでの常温煙霧法で物足
りなかった対象病害虫にも有効に利用できる可能性が あ
る。 しかし， 飛躍的 な付着id増加は期待できないため，
良薬の処理孟は常温煙霧法と同等水準とする ことが適当
と考えられる。 また， 前述 の調査結果から見て， 常温煙
霧に登録の ある12薬を本法に適用した場合でも， 残留は
常温煙霧を若干上回るも の の 手 散布を下 回ると こ ろ か
ら， 実質的 な問題はないと 考 えられる。

施設栽培の防|徐環境改善には， 優れた無人防除技術の
実用化が喫緊の課題で ある。 本法はそれに大きく資する
ものと考 えられるが， 一方既往の常渦煙霧法を含め， 登
録農薬の充実を図る ことが極めて重要 な課題である。 本
法の実用化を契機に， 今後 あらためて農薬登録が促進さ
れる ことを期待したい。

引 用 文 献
1 ) 小野盾列 ら ( 987) 静岡伐試研報 32 : 79�86 
2) 市川 健 ら ( ] 998) : I百LI::. 43 ' l � l l 
3) Ttlf(i\ 1 1八日 I I I Y. el a l .  ( ] 996) : J. PesLicicle Sci .  21 : '1 41�443 
4 )  ( 1J) 日 本 く ん蒸技術 協会 ( 1 995) 静電散布施設 内 気 r l l i/��皮訓I1

J:E試験報告jl� (94 "1'全�委託試験成約) : 6 

生1閉まで， セ リは再生始WJまで， ア オミ ド ロ， 藻類に
よる表!百はく/ij((は発生前までが本斉IJ の 散布 適期で あ
る。

② I笥の植 え付けが均ー と なるように代かきをていねい
に行う こと。 未熟有機物を施用した場合は， 特にてい
ねいに行う こと。 田 植 え 前に発生したミズ ガ ヤ ツ リ
は， 防除してから使用 する こと。

③ 散布に あたっては水の 出入りを止めて湛水のまま回
聞に均一に散布し， 少なくとも 3�4 日間は通 常 の 湛
水状態 (水深 3�5 CI1l) を保 ち ， 落*， かけ流しはし
ない こと。

ア ニ ロ ホ ス を 含 む
山梨iの総iJt斤j 同 数

2 同以内

エ ト キ シ ス ノレ フ ロ ン を
合 む民��の総使用 I!.'I数

2 回以内

ダイ ム 口 ン を 合 む
U�E1t�の総使用回数

3 回以内 ( 本 川 で は 2 1ï;i1以 内)

ベ ン フ レ セ ー 卜 を 含
む1��の総使J H 回 数

2 回以 内

一一- 42 一一一
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④ 下記の よ う な 条件 で は 薬害が発生 す る 恐れがあ る の
で使用 を 避 け る こ と 。

く わ い な ど の 生育 を 阻害 す る 恐れが あ る の で， こ れ ら
作物の 生育期 に 隣接 回 で使用 す る 場合 は 十 分 に 注意
し ， ま た 本剤散布後 の 回面水 を 他 の 作物 に 潅水 し な い
こ と 。 さ ら に ， い ぐ さ を 栽培す る 予定 の水 田 に は ， 本
剤 を使用 し な い こ と 。

・ 砂質土壌 の 水 田 お よ び漏 水 田 ( 減 水 深 2 cm/ 日 以
ヒ)

・ 軟弱 な 苗 を 移植 し た 水 田
- 極端な浅植の水田 お よ び浮 き 苗 の 多 い水田

⑤ 本剤 は そ の殺草特性か ら い ぐ さ ， れ ん こ ん， せ り ，
⑥ 梅雨期等， 散布後 に 多量 の 雨が予想 さ れ る 場合 は 除

草効果が低下 す る こ と が あ る の で， 使 用 を 避 け る こ

物作
名

移

植

水

稲

物作
名

移

植

*-

高官

表 ー 2 ア ニ ロ ホ ス ・ エ ト キ シ ス ル ア ロ ン ・ ベ ン フ レ セ ー ト 粒剤 ( キ タ ビ ン ゴ l キ ロ 粒剤)

適 用 雑 草 名

水田一年生雑草お よ び
マ ツ パ イ

ホ タ ル イ

ウ リ カ ワ

へ ラ オ モ ダカ
ヒ ル ム シ ロ

エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ グ サ

セ リ

ア オ ミ ド ロ ・ 藻類に よ る 表層 は く

離

ア ニ ロ ホ ス を 含 む

段薬の総使用 回数

2 回以 内

使用時期l 適111 土壊

移傾後
植壌土~楠こl:

5�20 日
(減水深 2 cm 

( ノ ビエ 2 . 5

葉期 ま で)
/ 日 以下)

エ ト キ シ ス ノレ ブ ロ ン を 含 む

良 薬 の 総 使 JJJ 回 数

2 Uil以内

1 0 ア ー ル

当 た り

使 用 量

1 kg 

本斉IJ の み を使用 使
す る 場合 の 使用 用 適用地帯方
回数 法

湛

水

l 回 北 海 道

散

布

」

ベ ン フ レ セ ー ト を 含 む

農 薬 の 総 使 !lJ 回 数

2 回以内

表 - 3 ア ニ ロ ホ ス ・ エ ト キ シ ス ノレ ブ ロ ン ・ ピ ラ ゾ ス ノレ ブ ロ ン エ チ ル粒丹IJ ( ハ イ コ ン ビ 1 キ ロ 粒剤)

適 用 雑 草 名

水田一年生雑草お よ び
マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

ウ リ カ ワ

ミ ズ ガ ヤ ツ リ (北海道 を 除 く )
へ ラ オ モ ダ カ (北海道， 東北 )

ヒ ル ム シ ロ (北海道， 東北，

関東 ・ 東 山 ・ 東海， 九州、1 )
エ ゾ ノ サ ヤ ヌ カ グ サ (北海道)

セ リ (東北 を 除 く )

ア オ ミ ド ロ ・ 藻類に よ る 表層

は く 離 (北海道 を 除 く )

ア ニ ロ ホ ス を 含 む

農薬の総使用 個数

2 回以 内

使用時期

移倣後
5�20 1::1 
( ノ ビエ 2 . 5

業期 ま で)

移梢後
5� 1 5 日

( ノ ビエ 2 . 5

35期 ま で)

適III :.1:.壌

Ju同壌土�Ji向 上 (減水深
2 cm/ 日 以 ド)

Ji宙壌土��![こ1: (減水深
1 . 5 cm/ 日 以 ド)

壌土~埴ニ|二 (減水深
2 cm/ 1:1 以 ド)

機土~埴ニL: (減水深
2 cm/ 日 以 ド)

砂壌土�li[[J: (減水深
1 cm/ rニl 以 ド)

砂壌土~梢:1: (減水深

2 cm/ 日 以 ド)

壊土~植 ーL (減水深
1 . 5  cm/ 日 以 ド)

機土~埴土 (減水深
I cm/ i=1 以 ド)

エ ト キ シ ス ル フ ロ ン を
含 む良薬の総使用 回数

2 例以内

←一一 43 一一一

1 0 ア ー ル

当 た り

使 用 量

1 kg 

本斉IJ の み を使用 使
す る 場合の使用 用 適用地帯方
|叶数 法

北海道

東 北
話主

l 凹
北 陸

水 関東 ・ 東 山 ・ 東海 の

普通期栽培地帯

関東 ・ 東 LU ・ 東海の

散 早期]栽培地帯

近畿 ・ 中 国 ・ 四 国 の

普通期栽培地滑

布 九州 の普通期栽培地
;市

九州の早期栽橋地帯

ピ ラ ゾ ス ノレ ブ ロ ン エ チ ル

を 含 む農薬の総使用 回数

1 回
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表 - 4 ア ニ ロ ホ ス ・ ピ ラ ゾ ス ル ア ロ ン エ チ ル粒剤 ( イ ネ ガ ー ド 1 キ ロ 粒剤)

物作名
10 ア ー ル 本斉IJ の み を使 使

用適 用 雑 草 名 使用時期 適用土壌 当 た り 丹] す る 場合 の 方 適用地帝

使 用 量 使用回数 法

水田一年生雑草 移植後 5�20 日 埴壌土~埴土 (減水深
お よ び ( ノ ビエ 2 . 5 葉期 2 cm/ 1C1 以下) 北海道
マ ツ バ イ ま で)

湛移 ホ タ ル イ 埴壌土~埴土 (減水深
*北， �tI号ヘラ オ モ ダカ (北海道， 東北) 1 . 5 cm/ 1二l 以 Fl

ウ リ カ ワ ( 九州 を 除 く )椴 水
ミ ズガヤツ リ (北海道を除く) 壌土~梢土 (減水深 関東 ・ 東山 ・ 東海の普

ヒ ル ム シ ロ (北陸 を 除 く ) 移植後 5�15 日 1 cm/ J=I 以下) 1 kg l 回 通期及 び早期栽培地帯

水 エ ゾノ サ ヤ ヌ カ グサ (北海道) ( ノ ビエ 52 砂壊土~植土 (減水深 散 近畿 ・ ，+，国 ・ 四 闘 の 普
セ リ 葉期 ま で) 2 cm/ r1 以下) 通期栽培地帯
ア オ ミ ド ロ ・ 藻類 に よ る 表 壌土~埴土 (減水深 布ー 近畿 ・ 中国 ・ 四 国 の 早布日 層 はく離 (北海道， 関東以西) 1 cm/ 1] 以下) 期栽培地'借

砂壌土~埴土 (減水深
九州 の普通期栽婿地帯

と 。

ア ニ ロ ホ ス を 含 む

農薬の総使用 回数

2 回以内

1 cm/ 1=1 以下)

⑦ 本剤使用後の空袋等 は環境 に 影響 を 与 え な い よ う 適
切 に処理す る こ と 。

@ 本剤使用 に 当 た っ て は ， 使用量， 使用時期， 使用方
法 な ど を 誤 ら な い よ う に 注意 し ， 特 に 初 め て 使用 す る
場合や異常気象時 は ， 病害虫防除所等関係機関 の指導
を 受 げ る こ と 。
毒性 : (急性毒性) 普通物

(魚毒性) B 類
本邦l は 水産動物 に 影響 を 及 ぽす の で養魚田 での使用 は

避 け る こ と 。
な お， 本剤の他 ア ニ ロ ホ ス ・ エ ト キ シ ス ル フ ロ ン ・ べ

ン フ レ セ ー ト 粒剤 ( キ タ ビ ン ゴ 1 キ ロ 粒剤) ， ア ニ ロ ホ
ス ・ エ ト キ シ ス ル フ ロ ン ・ ピ ラ ゾ ス ル フ ロ ン エ チ ル粒剤
(ハ イ コ ン ビ 1 キ ロ 粒剤) お よ び ア ニ ロ ホ ス ・ ピ ラ ゾ ス
ル フ ロ ン エ チ ル粒剤 ( イ ネ ガ ー ド 1 キ ロ 粒剤) が同時登
録 さ れ た 。

各 々 の適用 雑草名 お よ び使 用 方 法 : 表一2�表-4 参照。
「除草剤j

ア ザ フ ェ ニ ジ ン ・ グ リ ホサ ー ト ト リ メ シ ウ ム塩水和剤

( 1 3 . 8 . 22)  (下線部が新規化合物)
ア ザ ブ ェ ニ ジ ン は米国 デ ュ ポ ン社 に よ り 開発 さ れた ト

リ ア ゾ ロ ン 系除草剤で あ る 。 ア ザ フ ェ ニ ジ ン の作用機作
は 茎葉処理 に よ り ， 細 胞 内 の ポ リ フ ィ リ ン 合成 を 阻害
し ， そ の結果生 じ る 活性酸素が細胞内 を過酸化状態 に し
て 雑草 を 枯死 さ せ る 。

商品 名 : イ ノ ベ ー シ ョ ン フ ロ ア プル
成 分 ・ 性状 : 製剤 は， ア ザ フ ェ ニ ジ ン [2一 (2 ， 4ー ジ ク

ロ ロ ー5ー プ ロ プ-2 - イ ニ ル オ キ シ フ ェ ニ ル) -5 ， 6 ， 7 ， 8- テ ト
ラ ヒ ド ロ ー 1 ， 2 ， 4- ト リ ア ゾ ロ [4 ， 3-aJ ピ リ ジ ン 3 (2 H) ー
オ ン] を 1 l . 0% ， グ リ ホ サ ー ト ト リ メ シ ウ ム 場 を

ピ ラ ゾ ス jレ ブ ロ ン エ チ ル

を 合 む 農薬の総使用 問 数

1 1りl

28 . 0%含む淡褐色水和性粘調懸濁液体で あ る 。 ア ザ フ ェ
ニ ジ ン 純 品 は 類 白 色 結 晶 状 固 体 で， 比 重 (200C) は
1 . 36， 融 点 は 1 68� 168 . 50C， 蒸 気 圧 (200C) は l . 3 X
1 0-9 Pa， 溶 解 度 (ppm， 2 00C) は 水 1 6 ( p H 7 ， 9 ) ，  
1 8  (pH 5) ， n ヘ キ サ ン 13， 1 オ ク タ ノ ー ル 1 ， 700，
酢 酸 エ チ ル 1 4 ， 000， メ タ ノ ー ル 12 ， 000， ア セ ト ン
30 ， 000， ア セ ト ニ ト リ ル 28 ， 000， ジ ク ロ ロ メ タ ン
210 ， 000 で あ る 。 熱 に対 し は室温で安定。 酸性 お よ び ア
ル カ リ 性条件下で安定。

構造式

cc，勺CI

OCH，C=CH 
適用 作物 ・ 適用 雑草及 び使用方法

( 1 ) 使用直 前 に 容器 を よ く 振 る こ と 。 散布液調製後 は
速や か に 散布す る こ と 。

( 2 ) 本剤 は 展着剤加用 の必要 は な い 。 ま た ， 他の農薬
や肥料 と は混用 し な い こ と 。

( 3 ) 本剤 は グ リ ホ サ ー 卜 を 含 む農薬で あ る の で， 他の
グ リ ホ サ ー ト を 含 む農薬の使用 回数 と 合わ せ ， 作物
ご と の総使用 回数の範囲 内 で使用 す る こ と 。

( 4 ) 防除 し よ う と す る 雑草の種類や， 大 き さ ， 発生密
度 に よ っ て 適正 な薬量が異 な る の で， そ の程度 に 応
じ て 適用 範囲 内 で適宜薬量 を増減す る こ と 。

( 5 ) 農作物や有用植物 に 本剤がかか る と 激 し い薬害 を
生ず る の で， 使用 の 際 に は風向 き な ど に 十分注意 し
て 散布す る こ と 。

( 6 ) 本剤 は 残効性が あ る の で， 後作物栽培 ま での期間
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